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年金数理（問題）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷間　20点〕

1．次の（1〕川（5）までにっいて、それぞれ五つの遜択肢の中からi1三しいものを一っ遊んで　所定の解答兀ヨ

　紙に、その記号｛（〈〕から（E〕のうちいずれか一っ〕を記入せよ．

（1〕　3，＝O．8（75一エ〕　とするとき、／、ぱ次のうちのうちどれか。ただし、　’o＝ユ00，000とす

る．

（A）　　100，000x（1一五／75）
（C）　　！00，000x｛1一（工／75〕，

（E）　100，000X｛1一（エ／75）一

　　　　（B〕　　！00，000x（1一工／75），
　　　　（D〕　　100，000x（1一一工／75）■川
’

（2）／／o≡1－1／s□に等しいのは次のうちのどれか。
　　　（＾〕　ゴ　　　　（B）　三　　　（C）　え／口　　（1〕）　4／〃　　　（1；〕　1／リ

（3）死力が年齢に囎係なく定数Oに等しいとき、乙を表す式は次のうちどれか・ただし、δは利力とする・

　　　｛A）　　王／（δ一〇〕　　　（I；〕　1／（o一δ）　　　（C〕　　1／（δ十〇〕

　　　（D）　o／δ　　　　　（E〕　δ／（1＋o）

（4）二種頼の生命表A，Bによる肘算基数をそれぞれ｛D彙；N曼グ　｛1〕畏；N異｝　（工＝工㌧…，工ω）

　　　とする．いま、y〈zとし、y歳1時点におけるz歳支洲銅始の矧切払い終身年金現伽卒を求めたい．

　　受給待期中は生命表A、支給開始後は生命表Bによるものとすると、求める硯伽i率ば次のうちのどれか．

　　　（A〕　　（D雲　・N宴〕／（D争　・I〕今）　　　　（B〕　　（D今　’N宴）／（D争・D婁）

　　　（C〕　　（U蔓　・N豊）／（D寧　・D今〕　　　　（D〕　N冨／D争　　　　　（E）　N呈／D厚

（5）ある年金制度の制度発足後の最初の仰痩に卿して、次のことカ｛分かっている。この制度の初年度の年旧田保

　　険料は次のうちのどれか．

　　　　　年初の年金貸腋　　　　　0　，　年初の過去勤脇側務　　且00　，　　　給付金　　　5　，

　　　　　年末の黄榊Ψ；備金　　王25　，　年末の旬三金資産　　　　　47　・　　　利、芭、収入　　4　，

　　　　　過去勤i努｛責i努徴去11額　　20　，

　　　（A〕　42　　　　（B）　44　　　　（C）　46　　　　（D〕　48　　　　（E）　50

2．次の文章は財政方式について述べたものである。　（〕内に補充すべき語句を番号に対応させて記人世よ．

司嚇税立方式のうち平稚獄立方式に屈するM政方式としては、（①〕、（②）、（③〕．
（④〕の四つがあげられる．

・（①〕は、制度に加入してくる標準的な被保険者について必要な費用を、平線酌な保険料により算出

し、在職中の被保険者全国に対し｛⑤）として一休に適用し、敬立不足分は別途（⑥〕として一
定の期間にわたり償却する方式である。

（②〕ば・個々の被保険者がそれぞれ納付に要する卿nを、被保険剖。燗にわたリ平準的に厭み立て

る方式である．（⑦〕においては、撤立金は（①〕による（⑧）と（⑨）年度期初に一
致する．ここで工・は新燭加入者の加入時年齢、工・は定年年齢である．

（③〕ば、准職中の被保険者について、全貝が退職するまで刎冊に必要な総村費用を、平瑚物な保険

料として積み立てる方法である。保険料は、（①）による（⑤）に、来償却の（⑩〕の償却
費用を加えたものに分解できる・保険料を一定州閥侮に見直すことにより、積立金は（①）の（⑧

　）に収束する。
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3．ある年金制痩は既に定猪人口状態になっているものとする。

　　期初の加入者の総数をL、脱退残存表によるエ巌のカ11入者数を’い8、＝（　Σ　～）／／，　（ここで一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫＝■　　rは定年年齢〕とする．次の各閉に答えよ。

（王）毎年期初にょ・駕で新規加入があるとした場合、毎年の新規加入者数を求めよ，

（2）毎年期初に工1歳とエコ歳で3：1の割合で新蛾加入力千あるとした場合、それぞれの年齢の毎年の新規加

　　入者数を求めよ。

（3）上記（2）の場合にこの年金制度をカ11入年齢方式で避営したとする。標準保険料率を決定するために加入

　　年齢工1趣を用いた場合、毎年発生する後発過表勤務戯独の額を示せ．

　　ここで、工．＜エ，とし、制皮内容はTrowb　ri　d　goのモチル（定年退職者に即時支総開始終身年

　　金を支給）によるものとする．．

4．年金が年6働刻1未払い、かっ、死亡の際死亡した日の属する月までの給付が支払われる場合の終身年金現価

　　率は計算基数を用いて

Hミ1 пC“’＝（M，一7／12・一D、十！／8・〃，）／0、

と表せることを喬醐ヨせよ。

5、定年退職者のみに対し、定年r歳時より終身年金（年金年額を皿とし、年1回期切払い〕を給付する年金制

　度において．財政方式を退職時41…金現価稚立方式によるものとすれば、定常状態における徹立金Fは次式で

　表せることを示せ。

F＝αX㍍X（厘、1、〕／d ただし、　e，＝（Σ’、ヰ’〕／’、　　　とする．
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年金数理（解答例）

1．

問題番号 正 解

（1） lD〕

12） lB〕

13） lC〕

14） lBl

（5〕 lD〕

　正解は上記のとおりであるが，以下に解法を略記する。

ω　多、＝60－O．8工

潴工

一二一
Z．8

血

一方，

牛去い二；1㍉

↓砦・／二舳

一　　　　　　　　2
　　　　3工

二彦π・μビ1

μ工一 R00－4工

j、一・…十／；μ刈

一1。…
ｬ・（・・用ユ；

　　　　　　　　　⊥
　　　　　　　　　一一1・，…（301判

　　　　　　　　十
一1・・，・…（1一素）
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　よって正解はlD〕

（2〕　　　　　　　　　　　，I
　　　　l一び1　　　　　（1＋｛）一1
　　妬■＝二　｛　　・　・Sηニ　　ゴ　　　　　より

　　　l　　1　　ゴ　　　｛
　　α□　∫η　1一ひ”（1＋｛）’Ll

　　　　　　　ゴ×（1＋え）　　　｛

　　　　　　　（1＋｛）一1（1＋え）一

　　　　　　二｛×｛（五十｛）’㌧1｝
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　＝！
　　　　　　　　　（I＋ゴ）一

　よって正解はlB〕

　なお，lD〕の〃砂も4に変形できるのでlD）も正解とした。

　　　　6109’、
｛3〕μ戸　6エ＝・　より11斗・11

　　　　　z工十’
　　　’加＝1r＝eI“となる。

乙寸ぴ・舳一1二（旧ル

　　　　’一［、最寮）r一、，。、（言、）．、一十

　よって正解はlC〕

（4）求める年金の2歳時点における現価率は

　　　〃1え
　　　つアである。
　　　肌

　これをツ歳時点で評価する場合は

　　　　　　　　　　．そ　　　．｛　　　　　　．そ　　　’。　o。
　　ぴ1×・一。戸。＝ソツXて二二7
　　　　　　　　　　島　o。

　を乗じればよいから，求める年金現価率は

　　　パ　oご　D二｛・パ
　　一×一三＝　そ　〃　となる。
　　　o、　り二　〇；・D，

　よって正解はlB〕
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⑤　年初の年金資産十年間保険料一給付金十利息収入＝年末の年金資産

　　から，年間保険料＝47一（O－5＋4）芒48

　　よって正解はlD〕

2．

問題番号 最　　適　　解

① 加入年齢方式

② 個人平準保険料方式

③ 総合保険料方式

④ 到達年齢方式

⑤ 標準保険料

⑥ 特別保険料

⑦ 定常人口
⑧ 責任準備金

⑨ κr一κ‘

⑯ 過去勤務債務

3・（1〕求める新規加入者数をλとおくとツ（ツ》κo）歳の加入者数は，

　　　　。4×（ん／！、O）となる。

　　　加入者総数は，ムであるから，次式が成り立つ。

　r－1
ム＝Σ｛λ×（’，／！。o）｝

　ツ＝■o

ところで（右辺）一λ・（則・・

＝λ×ε如

　　　　　　　　　　　　　　　　　従って　λ端〃εエ。

12〕求める新規加入数をそれぞれん，ん」とすると，

　ノ1I：ノ12＝3：1｛

　ん・ε引十ん・ε〃＝ム

上記の連立方程式を解くと λド3・ム／（3・．ε列十ε，。）

ん＝ム／（3・ε引十ε・・）

13〕定常状態を仮定しているのであるから，毎年発生する後発過去勤務債務は，κ2歳で加入する

　新規加入者の加入時責任準備金相当額である。．

一35一



狗歳の人，ユ人あたりの責任準備金は，

1・パパ戸（貫刈1／ルパ・

ここで， δ。＝〃、／o、

・・@

r－I

Σ：oJ＝M工2一〃、
ツ里■2

κ戸＝帆／（三、剛

＝〃・／（〃幻一〃、） を代入すると①は，

去／M・下竺”、（札・一〃。）／

＿Mr　　」V列1V！2
一万’M、コ＿M、となる。12〕より新規加入者数はム／（3・ε川十ε工2）

であるから

．3ε刎十ε〃

．五．M・rM．2

仏2 札rル

4．ω　年6回期末生存者に支払う分割払年金の現価はWoo1houseの公式から

ハー土（着、D用十音D・十千景差D。十）

≒士（婁、D用十字D・）

ここで腕＝6を代入して

・冊d≒士（書．D用十和・）＝士（＾㌧一番D工）

12〕一方，死亡者に対する給付現価は

　　　qな一生誰，／士（ん・岬一ム峠）・舌（ん・1・汁1川。雀）／ぴ・釜

　　　一生語I！（L斗峠一ん・1・4）・亭（L・1・与一しト‘。名）レ・吾
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　　（κ十サ，κ十≠十1）の死亡は一様に発生すると考えれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　d用
J工・1・㍗チー’用・午＝J工十1・午一’用・召＝π（王月一’｛・1）＝■τ

となるので

　　一÷弟4・・（‡、パ1）

　　　1　阯　　　　　I
　　≒一Σ：6、十‘・6リ叶百
　　　48’咋。

　　　！　冊　　＝一一Σ三、。‘
　　　8D咋。

　　　π工

　　■8D、

求める年金現価率は11〕と（2〕の合計である。

α2〕 ｿ崎d一士（札一番D・十把）

　　　　よって証明された。

5．毎年の掛金総額をC，給付総額をB，定常状態の積立金をF，割引率をdとすれば，極限方程式

　として次の関係が成立する。

　　　　　C＋d・F＝卓・…・・（＊）

　　題意より

　　　　　C＝α×lr×δr

　　　　　B＝α×（1、斗1、。1＋1、。。十・一・）

　　一方，　（＊）より

　　　F・・（B－C）／仁αx｛（1、十1、。I＋1、。。十…）一、×6、｝／4

＝α×｛（1。十し・I＋1、。。令…）一1、×（i＋α、）｝／㎡

・・αx｛（1、。I＋1、。。十…）一、×α、｝／6
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二αx（1，xe、一1，xσ、）／4

（一．’e、＝（工、十I＋1、十朴…）／1。）

＝αX1，X（e，一口、）／4

F＝αXI，X（e、一σ、）／勺

よって証明された。
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